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２０１２年３月期 第３四半期累計期間の「連結業績」について

当第３四半期累計期間は、前年同期と比べ増収減益。

［売上高］

前年同期に比べ４．１％増加。
金融市場を除く、４つのセグメントが堅調に推移。

［利益］

営業利益は、海外生産調達等のコストダウン施策を推進しているが、
新製品の開発費用等の増加により、前年同期に比べ１．１％減少。
経常利益は、為替差損は減少したが前年同期に比べ１．０％の減少。
四半期純利益は、前年同期に比べ１７．６％減少。
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前期と当期の「セグメント別売上高の変動要因」について

当第３四半期累計期間は前年同期に比べ４１億１，０００万円の増収で推移。

［売上高が減少したセグメント］
金融市場・・・前年同期比マイナス２５億９,７００万円

［売上高が増加したセグメント］
流通・交通市場・・・前年同期比プラス７億９,３００万円
遊技市場・・・前年同期比プラス３億５,３００万円
海外市場・・・前年同期比プラス３９億３００万円
その他・・・前年同期比プラス１６億５,９００万円
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前期と当期の「営業利益の変動要因」について

当第３四半期累計期間では、前年同期と比べ８,１００万円の減益。

［主な増加要因］
売上高の増加による増益効果が１５億６，２００万円。

［主な減益要因］
原価率アップの影響がマイナス３億６,７００万円。
販管費の増加による影響１２億７,７００万円。
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「セグメント別の業績」について

［セグメント別売上高］
前年同期と比べ金融市場はマイナス、その他の４つのセグメントはプラスで推移。

［セグメント別営業利益］
金融市場とその他が前年同期と比べマイナスで推移。
流通・交通市場、遊技市場、海外市場は前年同期と比べプラスで推移。
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「金融市場」について

主要製品であるオープン出納システムの販売は、
大口需要の減少により、前年同期と比べマイナスで推移。
ＯＥＭ商品の販売は、ＡＴＭ用硬貨入出金ユニットは好調だが、
窓口用入出金システムのユニットの販売が更新需要の延伸により、
前年同期と比べマイナスで推移。

［売上高］
前年同期比マイナス８．０％の２９８億７,９００万円。

［営業利益］
前年同期比マイナス４４．２％の２０億１,１００万円。



7

「流通・交通市場」について

ＯＥＭ商品である店舗入出金機の販売は低調に推移。
主要製品であるレジつり銭機の販売は、投資意欲の回復や大口案件の獲得に
より好調に推移。
市場全体としても堅調に推移。

［売上高］
前年同期比プラス４．１％の１９９億８,８００万円。

［営業利益］
前年同期比プラス５５．３％の２４億９,３００万円。
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「遊技市場」について

主要製品のカードシステム等の販売は、競合他社との競争激
化の影響もあり低調。
メダル関連機器の販売はパチスロ人気の回復基調を受け
好調。市場全体としては前期並みで推移。

［売上高］
前年同期比プラス１．８％の１９７億９,１００万円。

［営業利益］
前年同期比プラス２３．７％の１４億６,８００万円。
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「海外市場」について

米州では、ＯＥＭ商品である米国向けＡＴＭ用紙幣・小切手入金ユニットの販売が
好調。

アジアでは、中国を中心に紙幣整理機の販売が順調。

欧州では、イタリアの販売子会社シトラーデ社の買収効果により順調に推移。

［売上高］
前年同期比プラス１９．９％の２３５億１,０００万円。

［営業利益］
前年同期比プラス５１．７％の１５億３,７００万円。
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海外の「地域別売上高」について

［米州］
ＯＥＭ商品のＡＴＭ用紙幣・小切手入金ユニットの販売が業績を牽引。前年同期比
プラス５５．１％の６０億６,０００万円と順調に推移。

［欧州］
OEM商品は低調であったものの、シトラーデ社の買収効果により、
前年同期比プラス１０．６％の１２０億５,０００万円と順調に推移。

［アジア］
中国をはじめインド及びインドネシアにおける紙幣整理機の販売がコンスタントに
拡大し、前年同期比プラス１２．４％の５３億９，９００万円と順調に推移。
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「その他」について

ＯＥＭ商品である公営競馬場向け当選金払出ユニットや
病院向け機器の販売が順調に推移。

［売上高］
前年同期比プラス１９．０％の１０４億９００万円。

［営業損益］
１億８,９００万円の営業損失。
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「設備投資など」について

設備投資額は、４５億４,５００万円、
減価償却費は、５０億２,１００万円、
研究開発投資額は、７５億３００万円で推移。
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「連結損益計算書」について

営業利益は、原価率がアップし、販管費率が同等で推移したことから、前年同期比
マイナス１．１％の７３億２,０００万円。

営業外損益は、為替差損として２億４００万円を計上。
その結果、経常利益は前年同期比マイナス１．０％の７７億６００万円。

特別損益は、前年同期には減損損失や退職給付費用を計上したが、

今期は主だったものはなく、
その結果から、税前四半期純利益は７３億８,６００万円となり、法人税等を差引き、
四半期純利益は前年同期比マイナス１７．２％の３６億４,６００万円。

包括利益は、少数株主損益調整前四半期純利益３９億８,３００万円に、その他の
包括利益マイナス３億６,８００万円を合わせて、３６億１,４００万円。
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「２０１２年３月期の業績予想」について

昨年５月２０日に公表した予想値から変更なし。

売上高は前年同期比プラス４．３％の１,４５０億円、
営業利益は前年同期比プラス６．６％の１１０億円、
経常利益は前年同期比マイナス０．３％の１１０億円、
四半期純利益は前年同期比プラス４．４％の６５億円を予想。



セグメント別の売上高・営業利益の予想について

市場環境等を勘案して、第２四半期累計期間の時の公表値から、
金融市場、遊技市場、海外市場の予想を修正。

［金融市場］
売上高・・・４６０億円→４３５億円に下方修正。
営業利益・・・４６億円→３４億円下方修正。

［遊技市場］

売上高・・・２２０億円→２４０億円に上方修正。
営業利益・・・７億円→１４億円に上方修正。

［海外市場］

売上高・・・３４０億円→３４５億円に上方修正。
営業利益・・・１７億円→２２億円に上方修正。



16

「四半期毎のセグメント別売上高」について

今期も売上高は、第４四半期の売上高比率が非常に高い反面、
手数料の支払いや販管費等の増加を予想。



「四半期毎の売上原価、販管費、営業利益」について

［第４四半期］
設計委託先に支払う開発手数料の処理をはじめ、支払いが集中。
毎年第３四半期よりも原価率の上昇や販管費の増加傾向。
今期はコストダウン活動等の効果により、第３四半期と同等の営業利益率を
予想。
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「新製品」について

１月下旬より、海外の金融機関を対象とした新製品
「紙幣入出金機ＲＢＧ-１００」を発売。

［特長］
金融機関の営業店のカウンターに設置し、紙幣の入出金処理を行う製品。
業界最多の収容量や最速の計数スピード。

［販売方法］
従来のＲＢＵ-１０の後継機種として、アメリカを皮切りに、欧州、アジアにも
販売地域を拡大。販売目標は３年間で４０００万ドル。


